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1幕1威:轟I轟:31筆度の1新1体制1発1星
平成 5年 5月 31日 に開催された平成 5年度の総会において新役員が満場一致で承認され新体制が発足

いたしました。尚、前支部長の隈部日出夫氏は当協会の相談役として引き続き協会発展にご尽力頂くこ

とになりました。新役員名は 4ページ参照。

支部長就任にあたつて

(社 )日本溶接協会神奈川県支部

支部長 池田 健治

御挨拶の始めに一言申し上げたいことがございます。初代三上支部長に続 き、 2期 4

年にわたり本支部のために多大な貢献と業績を残された隈部前支部長に対 し大きな敬意

と感謝の意をここに表する次第です。さて当支部も設立以来満36年 を経過するなかで県

下の溶接技術の普及と健全な広がりとに、微力ながら貢献できましたことは、会員の皆

様や、関係の皆様のご支援と、ご協力の賜物であり、ここに改めて感謝の意を表 したい

と思います。バブル経済崩壊の影響は大きな波紋となって思わぬ広がりを見せ、日本経

済を苦境におとし入れ未だ回復の兆 しが見えません。これに追い打ちをかけるように我

が国の多額の貿易黒字縮小をターゲットとするクリントン政権からの外圧や、それに伴

う円の騰勢も、輸出を主体とする産業界に深刻な問題を引き起しています。こうした厳しい状況の中、平成 4年度

の当支部の諸活動は地道ながらも目標を達成することができました。本年度は、更に激動の状況下ではありますが、

一歩一歩着実に、且つ、健全な事業活動を推進するよう努力する所存です。当面の課題と致 しましては、事業の柱

でもある溶接技術検定試験,溶接技術検定準備講習会を初め各種講習会の実績を確実に達成することにあります。
次には溶接技術の普及に直接インパクトを与える神奈川県溶接コンクール実施がありますが、皆様の協力で 7月 2

日に無事終了しました。今回は一部出場の皆さんには、十数年振りに新課題に挑戦 して頂きましたが、手,半自動
とも満点に近い成績をあげた人も出て当県の技術レベルの高さが改めて示されたものと受けとめています。又、二

部の皆さんは従来の課題に取組んでもらいましたが大変スバラシイ成績が多く技術が確実に上昇していると実感じ

ました。 9月 14日 に表彰式を行い選手の栄誉を讚えました。10月 の全国大会でも昨年に続き期待できればと考えて

います。今後取組むべき課題としては、本部でも検討に入ったIS09000品 質システム審査登録制度に関連する情

報の提供や、マイクロソルダリング技術認定,検定定着化等に力を入れたいと思います。結びとなりますが、景気
低迷の中、試練が続くことになりますが、当支部も初心を忘れずに皆様と歩みつつ、新しい風も取り入れ努力する

所存です。皆様のなお一層のご支援を賜わりますよう、今一度お願い申し上げます。
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第36回神奈川県溶接技術コンクール開催される

神奈川県および(社 )日 本溶接協会神奈川県支部共催による平成 5年度 (第36回 )神奈川県溶接技術 コン

クールは次の通 り開催された。参加者は68名 と昨年より若干少なかったが、昨年全国競技会において神

奈川県が 2種 目優勝という成果を上げたことを反映 して熱戦が展開された。また今年度から新競技課題
となる全国競技会に合わせて、第一部の競技課題についてはほぼ同じ競技課題としたので大会運営にお

いて心配される点もあったが、とどこおりなく終了した。

期  日  平成 5年 7月 2日 (金 )
会  場  (財)日本溶接技術センター
参加者  アーク溶接第 1部  29名

アーク溶接第 2部   7名
半自動溶接第 1部  18名
半自動溶接第 2部   14名

審査会は 8月 5日 に開催され慎重な審議の結果、

次の通 り入賞者が決定 しました。

また表彰式は 9月 14日 に神奈川県工業貿易課長

(社 )日 本溶接協会神奈川県副支部長初め多数が

参加 して開催 されました。

2位以下の入賞者は次の通 り表彰された。

アーク溶接第 1部

各部の優勝者

神奈川県知事賞

(団体賞・個人賞 )

アーク溶接第 1部第 1位

三菱電機 (株 )鎌倉製作所 佐久間博章
アーク溶接第 2部第 1位

(株)青柳製作所     後藤  司
半自動溶接第 1部第 1位

(株)東芝浜川崎工場   中村 源幸
半自動溶接第 2部第 1位

(株 )加藤製作所     岸下 尚由

上記 4名 の優勝者には他に下記の賞が贈られま

した。

◎(社 )日 本溶接協会神奈川県支部長賞(優秀賞)

◎(社 )日 本溶接協会東部地区溶接技術検定委員長賞

◎産報賞

平成 5年度 (第39回 )

平成 5年度の全国溶接技術競技会は、石川県金沢市にある石川職業能力開発促進センターにおいて、

10月 16日 (開会式 )・ 17日 (競技会)の 2日 間にわたって開催される。神奈川県からは下記の 4名 が県代表

として参加 します。

アーク溶接の部 ■●■■■■■■■■
=|=■
■■:==■
=  
半自動溶接の部 |■

==■
■
==1■
|■■■■■|=■■■|

佐久間博章  三菱電機 (株 )鎌倉製作所     中村 源幸  (株 )東芝浜川崎工場
上妻 拓雄  三菱重工業 (株 )横浜製作所     堀合 拓夫  (株 )東芝京浜事業所

尚、佐久間博章さんと中村源幸さんは昨年・今年と神奈川県で連続優勝を果たし全国競技会も連続出

場です。

昨年に続いて神奈川県が 2年連続全国制覇達成に向けて大いに期待されます。

上妻拓雄/三菱重工業(株)横浜製作所,小倉光
男/(株 )新潟鉄工所横浜工場,樋 口洋/(有 )プ
ラント溶接,長内靖/(株)東芝京浜事業所,松
藤大輔/日 本鋼管工事(株 ),庭野正勝/(有 )プ
ラント溶接

アーク溶接第 2部 ■■:■■■1■
=●
■■111●I

古川智也/(株 )三興製作所平塚工場,善方厚/
(株 )コ イズミ,鈴木智昭/菱電電子機工(株 ),
山城豊吉/司建鉄工業(株 )

半自動溶接第 1部 |=■ :::● I‖ |::==■ |‖ li:|=|■■|
堀合拓夫/(株 )東芝京浜事業所,望月文彦/
(株 )東芝京浜事業所,高坂武/東急車輛製造
(株 )車両工場,管野英彰/(株 )東芝浜川崎工場 ,

金子和之/(株 )神戸製鋼所溶接事業部技術部,
中村藤雄/(株 )神戸製鋼所溶接事業部技術部,

山本秀樹/東急車輛製造(株 )自 動車工場,兼平
正明/三菱重工業(株 )横浜製作所,岡部紀之/
住友重機械工業(株)追浜造船所,須藤正夫/東
急車輛製造(株 )自 動車工場

半自動溶接第2部
=■
■■■■|■■■■■■■|

野村敏雄/(株 )青柳製作所,西茂樹/(株 )石森
製作所,片山昌/(株 )鈴木工業所,副島健次/
ニチモビルダー(株),松谷憲市/(株 )加藤組鉄
工所,渡部政幸/(株 )華山工業関東支店,松谷
雅紀/(株 )加藤組鉄工所
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鉄骨の仕口部溶接にMX-100Sを 使いはじめま したが、ソリッ ドワイヤに比べ、スパッタが少なく能
率が上がるため、さらに適用個所を増や したいと思っています。 しかし、ソリッドワイヤに比べ溶接部
の溶込みが浅いような気がします。溶込み不良などの欠陥発生は大丈夫でしょうか。

メタル系フラックス入リワイヤMX-100Sは、ソリッ
ドワイヤと比べ、能率性,ス パ ッタ, ビー ド外観の点
で優れており、 トータル的な溶接作業のコス トダウン
が可能です。 このため鉄骨関係をはじめとして、種々

の業界で広 く使われるようになりました。溶込みにつ

いては、ソリッドワイヤと比ベアークがソフトなため、

感覚的に浅 く感 じられ不安に思われるかもしれません

が、実際にはほとんど問題になっていません。ただし、

アークのソフ トさに加えアークの広がりが良いため、

同一の運棒法では溶込み深さの先端までの長さは若千

少なくなります。 しかし、溶込み形状は全体的に横ヘ

の広がりが大 きく、ビー ド中心を外れた個所の溶込み

はソリッドワイヤよりよくなる場合もあります。また、

このため梨形 ビー ド割れが生 じにくい形状になります。

溶込み深さを左右する要因として、溶接電流・電圧・

速度の他に運棒法が上げられ、 トーチの保持角度によ
り溶込み深さが変わります (図 1)。 一般的に薄板の溶

接,一層溶接には前進法が、開先内および下向・水平
すみ肉の多層溶接には後退法が勧められています。 し

溶接方向

かし、 “炭酸ガスアーク溶接は前進法"と の教えを受
けた方も多 く、現実には、 “いつでも前進法"と いう
人もかなり見られます。また、ソリッドワイヤは、後

退法ではビー ド凸形になり外観も悪 くなりやすいため、

前進法が多 くなっているものと考えられます。その点

フラックス入リワイヤでは、アーク特性により後退法

でもビー ドが広がり凸形になりにくく、溶込みも深 く

なり、む しろ理想的なビー ド形状となります。

鉄骨の仕 口部など開先初層の十分な溶込みが要求さ

れる場合、後退法の採用と併せて、小さくウィビング

すると安定 した溶込みが得 られ、超音波探傷 (UT)検
査時の手直 し率が減 ります。

図 2に トーチ角度を変え溶込みの状態を調査 した結
果を示 しますが、MX-100Sは 後退法で十分な溶込み
が得 られることが分かります。以上の事柄を理解のう

え溶接 していただ くことで、MX-100Sの 優れた特長
を生かし、溶接の トータルコス トダウンに役立ててい

ただけるものと思います。

図 2仕 口部の溶込み深 さ
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く<<<<<県庁訪問優勝報告 >>>>>>
平成 4年度 全国溶接技術競技会

平成 4年度全国溶接技術競技会において優勝 した神
奈川県代表選手は、去る 6月 24日 県庁を訪問し優勝報

告を行った。

当日、池田支部長は、アーク溶接で優勝 した伊牟田

拓司君・半自動溶接で優勝 した田村雅信君そして優秀

な成績で表彰された佐久間博章君,中村源幸君及び会
社・支部関係者と神奈川県庁を訪問 し、田中商二部長・

藤島工業貿易課長に報告 した。

席上、ねぎらいの言葉や記念品などをいただき和や

かに終了した。

謳

躙

白



平成 506年度(社 )日本溶接協会
神奈川県支部役員名簿

役職  氏 名
(順不同敬称略 )

属所

支部長 池田 健治
副支部長 岩本I15士郎

理  事 藤島  進
″  佐藤 昭―
″  井出 敬介
 ́ 猪般 忠男
″  加藤 勝治
″  酒井 芳也
ク  相原 正公
″  西浦 憲爾
″  駿河 省平
″  野村 正一

″  吉原 繁之
″  鈴木 勇武
ク  稲垣 道夫
″  秋田 安友
″  福嶋 三郎
″  土田 栄二
監  事 佐藤  彰

″  大谷 広司
ク  平井 勝芳

千代田ブロテック(1わ 取締役調達本部長

東急車輛製造(株)横浜製作所旬奎技術部長

神剌 11県商工部工業貿易課長

アイダウエルデイング(株)取締役工場長

(ルD大倉製作所大船工場技術部次長

(lD神奈川県高圧ガス流通保安協会会長

神奈川県鉄鋼康協同組合理事長

(ルЮ神戸製鋼所溶接事業部長代理

(ルD三興製作所平塚工場工場次長

住友重機械工業(株)追浜造船所生産技術課長

(″Ю東芝京浜事業所材料部長

日本鋼管(株)鶴見製作所品質保証室

艦船鉄鋼チーム主査

曰揮工事(株)本社工場長

日本鋼管工事(1釉 ガス配管本部計画設計部長

(財 )日本溶接技術センター会長

日立精工(株)業務部溶接機業務課課長

(株 )福鳴鉄工所代表取締役10談役

三菱重工業(株)横浜製作所鉄構工作部工作二課長

石川島播磨重工業l■l横浜第一工場

スタッフグループ部長

(ルЮ荏原製作所藤沢工場冷熱事業部生産課長

富士雪機(株 )り |1崎工場製造部長

(4)

薇薇颯鶉 シンポジウムの案内 鶉魏聰鶉

(社 )日本溶接協会 (本部)原子力研究委員会は下記

によリシンポジウムを開催いたしますのでお知らせ

します。参加ご希望の方は直接下記へお申し込みく

ださい。

記

『原子力構造材料の経年変化lこ関する国内シンポジウム
―軽水炉環境下での経年変化機構―』

日  1993年 11月 24日 (水 )
場  東京大学山上会館
カロ費  1名  10,000円

申込み及び問い合わせ先

(社 )日本溶接協会 業務部  TEL 03-3257-1521

期

会

参

″

左の 1～ 6の漢字は動物の名前ですが当て字で
す。

正 しい名前イ～へを選んで線で結びなさい。

(1)海 豚     イ.イ ルカ
(2)水 母     □.ムカデ
(3)河 豚     ハ.クラゲ
(4)秋刀魚     二.アホウ ドリ
(5)百  足     ホ.フ グ
(6)信天翁     へ.サンマ

答えは葉書又はファクスでお寄せ下さい。

応募者全員に粗品をお送 り致 します。

尚、前回の応募総数は25名 で した。全員正解で

す。粗品をお送 りしてあります。

1会員会様紹1外

株式会社 リガルジョイント

今年で創立20周年

流体のパイオニア

半導体産業の一員として成長発展し

今まさに人財の精鋭集団

20代の若者が中心の常にチヤレンジ、

アクシ∃ンを展開

新製品づくりに全力投球。

受注生産から自社製品販売ヘステップ

我が社は、真空部品の製作を行っている会社で

す。

受注から品物の製作・組立・検査まで全てでき

るシステムになっており、溶接はかかせない業務

です。

創立 してから、受注型の形態を主にとっており

ましたが、 5～ 6年前から自立型企業を目指 し、
ユニークな製品を考案 し、メーカーとして行動を

起こしています。流体の配管関係や真空部品にた

ずさわって20年 の経験をフルに生かした製品です
ので、作業者側から見て作った自信作ばかりです。
テ トロンホース・ スプリングホース用の継ぎ手

に始まって流量センサーまで、幅広いニーズを得
ております。

お客様は常に何を求めているのかを第一に考え、

私たちは新製品の開発に取 り組んでいます。少 し

でも興味を持たれましたら、下記FAX番号にて
資料を請求して頂ければす ぐにカタログをお送 り

いた します。

それから少 し他の活動も紹介 しますと、新聞も

発行 しています。若い女性 が集 まって (R― is

Times)と いう新聞を発行 しています。商品紹介
やニュースをはじめすべて手作 りですがなかなか

の評判です。

皆が楽 しみにしている海外研修。香港・韓国・

サイパソ・ シンガポール等に行ってきました。心

も体 もリフレッシュして、大きな、そ して素晴 ら

しいアイディアの宝庫への旅 ともなります。

代表者 代表取締役 稲場久二男

本社・工場  相模原市大野台 1-9-49
TEL 0427-56-7382   FAX 0427-52-2004

事業内容

半導体製造装置関連の設計・製作/同装置の各種配管

流量センサー,継ぎ手類の生産販売/真空ポンプのメンテ
ナンス

次回は(株 )検査研究所の予定です。

原稿募集

会員会社紹介の原稿や、その他の技術紹介、簡
単な紀行文、写真などお待ちしております。
川崎市川崎区本町 2-11-19
(社 )日 本溶接協会神奈川県支部

TEL  044-233-8367
FAX  044-246-5265


